
平成 29 年９月現地情報 

糸魚川駐在 

～第３回就業啓発講習会（ばいかご漁業）を開催～ 

 

 26日(火)、県立海洋高等学校海洋開発科海洋技術コースの３年生18名を対象に第３

回就業啓発講習会を開催し、「ばいかご漁業」の研修を行いました。６月の第１回講

習会の小型底曳き網漁業から引き続きの開催となりました。 

 前回同様、上越漁協能生支所研究会の５名が講師となり、参加生徒は、選抜された

５名が太平丸に乗船し、ロープワークやかご揚げなどを実習しました。底びき網のよ

うに一網打尽にする漁法とは異なり、かごを一つずつ引き上げる作業は一見単調にも

見えますが、段取りが悪かったり、手順を誤ると大きな事故にもつながるなど実際の

漁業現場でないと分からない、細やかな視点から指導を受け、生徒にとっては学校の

授業では得られない貴重な経験となったようです。 

今後、このような講習会を通じて高校生が漁業への理解を深め、その中から就業へ

の意欲をもってくれる生徒が増えることを期待したいと思います。 

  

   

      ロープワーク              かご揚げ 

 



 

平成 29年９月現地情報 
新潟駐在 

 

～日本海ブロック漁業士研修会に出席～ 
 

４日（月）、５日（火）に山口県山口市において、日本海ブロック漁業士研修会が開催され、

本県から山田会長が出席しました。 

この研修会は、各府県の漁業士が漁村の課題等について協議し、連携を強化することにより、

漁業士の資質向上と活動の活性化を図るために毎年開催されるもので、当日は、青森県、山形

県、石川県、福井県、京都府、鳥取県、山口県及び本県の漁業士並びに関係者ら約50人が参加

しました。 

１日目は、山口県水産研究センターの南部専門研究員による「山口県におけるキジハタ資源

管理の現状」の発表のほか、各府県での担い手対策、販売力強化、魚食普及等の取組発表と意

見交換が行われました。各府県の浜のリーダーが集まる会とあって、活発な意見や質問が繰り

返され、夜の交流会と併せて中身の濃い交流ができました。 

２日目は、「道の駅阿武町」の鮮魚販売施設、山口県外海第二栽培漁業センターのキジハタ

種苗生産施設、山口県漁協三見支店の女性部が運営する「鯖島食堂」の視察が行われ、普段な

かなか触れることのない施設や話題に参加者は興味深く耳を傾けていました。 

本研修は、各府県の様々な漁業者主体の取組を知ることができる貴重な機会で、今後も継続

して参加・交流することにより、県を越えた活発な情報交換や技術交流につながることを期待

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話題提供(キジハタ) 

山口県栽培漁業センター 鯖島食堂 

道の駅阿武町 鮮魚販売施設 



平成 29年９月現地情報 

村上駐在 

～下越地区漁業者交流大会が開催～ 

 

26 日（火）、村上市勝木のゆり花会館において「下越地区漁業者交流大会」が開催されました。 

これは、新潟漁協山北支所、同岩船港支所、粟島浦漁協の漁業者の技術の研鑽や経営に関する情

報交換を図るために下越地区水産研究協議会（会長：本間明治氏）が主催し、隔年で開催している

ものです。当日は、関係者含め約 70名の参加がありました。 

活動発表では、山北支所より「漁業と観光業による桑川地区の活性化について」、岩船港支所より

「青年部による新規就業者対策と魚価向上の取組について」、粟島浦漁協より「粟島で取り組む浜の

活力再生プランについて」の３課題の発表が行われ、活発な質疑応答、意見交換が行われました。 

また、このほか、新潟漁協石山支所・本所の「急速凍結・冷凍保管施設について／急速凍結を活

用した加工品製造の取組について」、村上市の「村上市農林水産課食材魅力推進係について」と題し

た話題提供や、越後むらかみ FOOD（風土）プライド食のモデル地域構築計画協議会よるビデオ上映

もあり、盛りだくさんの内容となりました。 

このような交流の機会を通じ、各地区の漁業者同士で刺激し合い、今後の取組や行動に役立つこ

とを期待しています。 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
山北支所本間会長による発表           大会後の懇親会 

 

 



平成 29 年 9 月現地情報 

佐渡駐在 

～佐渡のお魚でおもてなし検討会が開催～ 

 
22 日（金）、25 日（月）に佐渡市両津にて佐渡のお魚でおもてなし検討会が開催されました。 
当検討会は漁業と観光業が連携し、佐渡産水産物のＰＲや地産地消を促進することを目的として

設置されたもので、県、市、観光協会、漁業関係者、飲食店関係者などが一体となり取組を行って

います。 
１日目は、佐渡の魚や飲食店を紹介するカタログ作成に向けた検討会を開催し、約 20 名が参加

しました。検討会では、取り上げる魚種や店、配布するのに適切なサイズ、ターゲットとする観光

客などについて、活発な意見交換がありました。今後は制作実行委員会を立ち上げ詳細を検討して

いきます。 
２日目は、観光客に対して佐渡産の活ズワイガニの認知度向上のため、キャッチコピーを考える

という内容で開催し、約 20 名が参加しました。「株式会社佐渡日和」の木野本代表取締役を講師に

迎え、キャッチコピーについての講話の後、グループに分かれワークショップを行いました。短い

言葉でズワイガニの魅力を伝えるのに苦戦している様子でしたが、検討会後、参加者から良い機会

だったとの声がありました。 
今後とも、漁業関係者と観光関係者との連携を図り、水産資源を利活用した地域振興に取り組ん

でいきます。 
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